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『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
中
國
文
學
論
集
』
第

輯
３０

二
〇
一
七
年
三
月

應
劭
『
風
俗
通
義
』
祀
典
篇
訳
注
稿
（
下
）

道

家

春

代

本
稿
は
、
後
漢
應
劭
『
風
俗
通
義
』
第
八
、
祀
典
篇
の
訳
注
で
あ
る
。

（
上
）
は
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
十
九
輯
（
二
〇

一
五
年
十
二
月
）
に
掲
載
し
た
。
本
文
に
は
原
則
と
し
て
呉
樹
平
『
風

俗
通
義
校
釋
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
を
用
い
、
王
利
器

『
風
俗
通
義
校
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
、
香
港
中
文
大
學
中

國
文
化
研
究
所
『
風
俗
通
義
逐
字
索
引
』（
香
港
・
商
務
印
書
館
、
一
九

九
六
年
）
、
『
風
俗
通
義
全
訳
』
（
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、

及
び
季
嘉
玲
「
風
俗
通
義
校
注
」
（
『
臺
灣
師
範
大
學
研
究
所
集
刊
』
第

二
十
一
號
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
し
た
。
残
念
な
が
ら
朱
季
海
『
風

俗
通
義
校
箋
』
（
学
術
書
林
、
一
九
九
六
年
）
、
は
入
手
で
き
ず
、
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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９

雄
雞

俗
説
，
雞
鳴
將
旦
，
爲
人
起
居
。
門
亦
昏
閉
晨
開
，
扞
難
守
固
。
禮

貴
報
功
，
故
門
戸
用
雞
也
。

『
青
史
子
』
書(

１)

説
，「
雞
者
，
東
方
之
牲
也(

２)

。
歳
終
更
始
，
辨

秩
東
作(

３)

，
萬
物
觸
戸
而
出(
４)

，
故
以
雞
祀
祭
也
。
」

太
史
丞(

５)

鄧
平
説(

６)

，「
臘
者
，
所
以
迎
刑
送
德(

７)

也
。
大
寒

至
，
常
恐
陰
勝
，
故
以
戌
日
臘
。
戌
者
，
温
氣(

８)

也
，
用
其
氣
日(

９)

殺
雞
以
謝
刑
德
。
雄
著
門
，
雌
著
戸
，
以
和
陰
陽
，
調
寒
配
水(

)

，

10

節
風
雨
也
。
」

謹
按
，『
春
秋
左
氏
傳
』(

)

「
周
大
夫
賓
孟
適
郊
，
見
雄
雞
自
斷
其

11

尾
，
歸
以
告
景
王
曰
『
憚
其
爲
犧
也
。
』
」『
山
海
經
』
曰
「
祠
鬼
神
皆
以

雄
雞(

)

。
」
魯
郊
祀
常
以
丹
雞
，
祝
曰
「
以
斯
鶾
音
赤
羽
，
去
魯
侯
之

12

咎(
)

。」
今
人
卒
得
鬼
刺
痱
悟(

)

，
殺
雄
雞
以
傅
其
心
上(

)
。
病

13

14

15

賊
風
者
作
雞
散
治
之
，
東
門
雞
頭
可
以
治
蠱(

)

。
由
此
言
之
，
雞
主

16

以
禦
死
辟
惡
也
。

〔
注
〕

(

１)

『
漢
書
』
藝
文
志
小
説
家
「
青
史
子
五
十
七
篇
。
古
史
官
記
事
也
。
」『
隋
書
』

經
籍
志
三
小
説
「
燕
太
子
一
巻
。･･

･

梁
有
青
史
子
一
巻
。」

(

２)

『
新
書
』
胎
教
「
然
後
，
爲
太
子
懸
弧
之
禮
義
。
東
方
之
弧
以
梧
，
梧
者
，

東
方
之
草
，
春
木
也
。
其
牲
以
雞
，
雞
者
，
東
方
之
牲
也
。
」
馬
國
翰
『
玉
函

山
房
輯
佚
書
』
は
『
青
史
子
』
に
『
新
書
』
と
『
大
戴
禮
記
』
の
引
用
文
の
み

を
集
録
し
「
歳
終
」
以
下
の
文
を
輯
録
し
て
い
な
い
。
王
仁
俊
『
玉
函
山
房
輯

佚
書
續
編
』
は
『
風
俗
通
義
』
を
出
処
と
し
て
、
「
祀
祭
也
」
ま
で
を
『
青
史

子
』
の
文
と
し
て
輯
録
し
て
い
る
。

(

３)

『
尚
書
』
堯
典
「
寅
賓
出
日
，
平
秩
東
作
。
」
孔
安
國
傳
「
寅
，
敬
。
賓
，

導
。
秩
，
序
也
。
歳
起
於
東
而
始
就
耕
，
謂
之
東
作
。
東
方
之
官
，
敬
導
出
日
，

平
均
次
序
東
作
之
事
，
以
務
農
也
。
」『
史
記
』
五
帝
本
紀
「
敬
道
日
出
，
便
程

東
作
。」

(

４)

『
禮
記
』
月
令
「
仲
春
之
月
，･

･
･

蟄
蟲
咸
動
，
啓
戸
始
出
。」
疏
「
戸
謂
穴

也
，
謂
發
所
蟄
之
穴
。」

(

５)

『
後
漢
書
』
百
官
志
二
「
太
子
令
一
人
，
六
百
石
。
本
注
曰
掌
天
時
、
星
暦
。

凡
歳
將
終
，
奏
新
年
暦
。
凡
國
祭
祀
、
喪
、
娶
之
事
，
掌
奏
良
日
及
時
節
禁
忌
。

凡
國
有
瑞
應
、
災
異
，
掌
記
之
。
丞
一
人
。」

(

６)
『
漢
書
』
律
暦
志
上
「
（
太
初
暦
制
定
を
め
ぐ
っ
て
）
乃
詔
遷
用
鄧
平
所
造

八
十
一
分
律
暦
，
罷
廢
尤
疏
遠
者
十
七
家
，
復
使
校
暦
律
昏
明
。
宦
者
淳
于
陵

渠
復
覆
太
初
暦
晦
朔
弦
望
，
皆
最
密
，
日
月
如
合
璧
，
五
星
如
連
珠
。
陵
渠
奏
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狀
，
遂
用
鄧
平
暦
，
以
平
爲
太
子
丞
。
」

(

７)

呉
樹
平
、
王
利
器
共
に
盧
文
弨
『
羣
書
拾
補
』
が
蔡
邕
『
獨
斷
』
に
拠
り

「
迎
刑
送
德
」
を
「
送
刑
德
」
に
作
る
べ
き
と
い
う
の
に
従
う
。『
太
平
御
覽
』

三
三
「
蔡
邕
獨
斷
曰
『
臘
者
歳
終
大
祭
，
縱
吏
民
宴
飮
，
非
迎
氣
故
。
但
送
不

迎
也
。
』
」

(

８)

王
利
器
、『
灌
畦
暇
語
』
等
に
よ
り
「
土
氣
」
に
作
る
。『
灌
畦
暇
語
』「
風

俗
相
傳
，
臘
日
磔
鷄
，
立
春
日
磔
狗
。
大
史
丞
鄧
平
説
，
臘
者
所
以
迎
刑
送
德

也
。
大
寒
至
，
常
恐
陰
勝
陽
。
故
以
戌
日
臘
。
戌
者
土
氣
也
。
用
其
日
殺
雞
，

以
謝
德
。
雄
着
門
，
雌
着
戸
，
以
和
陰
陽
，
調
寒
暑
，
節
風
雨
也
。
」
こ
れ
に

従
う
。

(

９)

王
利
器
、
『
灌
畦
暇
語
』
に
従
い
「
氣
」
を
省
く
。
注(
８)

参
照
。
こ
れ

に
従
う
。

(
)

呉
樹
平
、
王
利
器
共
に
孫
詒
讓
『
札
迻
』
の
「
調
寒
暑
配
水
旱
」
と
す

10る
説
を
引
く
も
従
わ
ず
、「
配
水
」
を
「
暑
」
の
誤
り
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

(
)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
二
年
「
賓
孟
適
郊
，
見
雄
雞
自
斷
其
尾
，
問
之

11
侍
者
，
曰
『
自
憚
其
犧
也
。
』
遽
歸
告
王
，
且
曰
『
雞
其
憚
爲
人
用
乎
。
人
異

於
是
。
犧
者
實
用
人
，
人
犧
實
難
，
己
犧
何
害
。』
王
弗
應
。」

(
)

『
山
海
經
』
西
山
經
「
其
十
輩
神
者
，
其
祠
之
，
毛
一
雄
雞
。
」
北
山
經
「
其

12
神
皆
人
面
蛇
身
。
其
祠
之
，
毛
用
一
雄
雞
彘
瘞
。」

(
)

『
説
文
解
字
』
「
鶾
，
雞
肥
翰
音
者
也
。
从
鳥
倝
聲
。
魯
郊
以
丹
雞
，
祝
曰

13
以
斯
翰
音
赤
羽
，
去
魯
侯
之
咎
。」

段
注
「
曲
禮
『
凡
祭
宗
廟
之
禮
，
雞
曰
翰

音
。
』
注
『
翰
猶
長
也
。
』
正
義
曰
『
雞
肥
則
其
鳴
聲
長
也
。
』
」『
禮
記
』
曲
禮

下
「
凡
祭
宗
廟
之
禮
，･

･
･

雞
曰
翰
音
。
」

(
)

『
史
記
』
魏
其
武
安
侯
列
傳
「
魏
其
良
久
乃
聞
，
聞
卽
恚
，
病
痱
，
不
食
欲

14
死
。
」
索
隱
「
痱
音
肥
，
又
音
扶
味
反
，
風
病
也
。
」
呉
樹
平
、「
悟
」
は
「
忤
」

に
通
じ
る
と
い
う
。

(
)

『
太
平
御
覽
』
八
八
四
「
志
怪
曰
『
夏
侯
弘
忽
行
江
陵
，
逢
一
大
鬼
，
投
弓

15
戟
急
走
，
小
鬼
數
百
從
之
。
弘
畏
懼
，
下
路
避
之
。
大
鬼
過
後
，
捉
一
小
鬼
，

問
此
是
何
物
。
曰
廣
州
大
殺
。
弘
曰
以
此
矛
戟
何
爲
。
曰
以
此
殺
人
，
若
中
心

腹
者
輒
死
，
中
餘
處
不
至
於
死
。
弘
曰
治
此
病
者
有
方
不
。
鬼
曰
殺
烏
雞
薄
心

卽
差
。
弘
曰
今
欲
行
何
。
鬼
曰
當
荊
楊
二
州
。
爾
時
此
二
州
皆
行
心
腹
病
，
略

無
不
死
者
。
弘
在
荊
州
，
教
人
殺
烏
雞
薄
之
，
十
得
八
九
。
今
中
惡
用
烏
雞
，

自
弘
之
由
也
。
』
」

(
)

『
説
文
解
字
』「
蠱
，
腹
中
蟲
也
。
春
秋
傳
曰
皿
蟲
爲
蠱
。
晦
淫
之
所
生
也
。

16梟
磔
死
之
鬼
，
亦
爲
蠱
。
」
段
注
「
中
蟲
，
皆
讀
去
聲
。･

･
･

中
蟲
者
，
謂
腹
内

中
蟲
食
之
毒
也
。
自
外
而
入
，
故
曰
中
。
自
内
而
蝕
，
故
曰
蟲
。
」

〔
訳
〕

俗
説
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
鶏
は
夜
明
け
が
近
づ
く
と
鳴
き
、
人
び
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と
は
そ
れ
を
合
図
に
し
て
一
日
の
生
活
を
始
め
る
。
門
も
夕
暮
れ
に
閉

じ
ら
れ
、（
鶏
の
合
図
に
よ
っ
て
）
朝
開
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
災
厄
の

侵
入
を
防
ぎ
堅
守
す
る
も
の
で
あ
る
。
礼
は
功
績
に
報
い
る
こ
と
を
重

ん
じ
る
。
そ
こ
で
門
戸
の
功
に
報
い
る
た
め
に
、
そ
の
祀
り
に
は
鶏
を

用
い
る
。

古
の
史
官
の
書
『
青
史
子
』
に
い
う
、「
鶏
は
東
方
を
祀
る
牲
で
あ
る
。

一
年
が
終
わ
り
年
が
改
ま
る
と
、
人
び
と
は
野
に
出
て
春
の
耕
作
を
始

め
る
。
ま
た
冬
ご
も
り
し
て
い
た
万
物
は
戸
を
開
い
て
出
て
く
る
。
そ

こ
で
鶏
を
牲
に
し
て
春
の
方
角
東
方
の
祭
祀
を
す
る
の
で
あ
る
。」

武
帝
の
時
の
太
史
丞
鄧
平
の
説
で
は
、「
臘
祭
は
刑
徳
（
物
を
殺
す
陰

気
の
徳
）
を
送
る
祭
で
あ
る
。
こ
の
時
節
に
は
大
寒
が
や
っ
て
き
て
、

常
に
陰
気
が
陽
気
に
勝
る
の
を
恐
れ
る
の
で
、
戌
の
日
に
臘
祭
を
す
る
。

戌
は
土
気
で
あ
る
。
そ
こ
で
戌
の
日
に
鶏
（
東
方
、
陽
気
の
牲
）
を
殺

し
て
刑
徳
に
感
謝
す
る
。
雄
鶏
を
門
に
つ
る
し
、
雌
鶏
を
戸
に
つ
る
し

て
、
陰
陽
を
中
和
さ
せ
、
寒
暑
を
調
節
し
、
風
雨
を
お
さ
え
る
の
で
あ

る
」
と
い
う
。
（
「
俗
説
」
『
青
史
子
』
「
鄧
平
説
」
三
説
は
こ
の
よ
う
に

異
な
っ
て
い
る
。）

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
二
年
の
条
に

「
周
の
大
夫
賓
孟
は
郊
外
に
出
た
と
き
雄
鶏
が
自
分
の
尾
羽
を
食
い
ち

ぎ
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
帰
っ
て
景
王
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
『
自
分
が

祭
り
の
犧
牲
に
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
美
し
い
尾
羽
を
む
し
っ
て
い
る
の

で
す
』
と
い
っ
た
」
と
あ
る
。『
山
海
經
』
に
「
鬼
神
を
祠
で
祀
る
に
は

み
な
毛
物
（
鳥
獣
）
の
牲
と
し
て
雄
鶏
を
用
い
る
」
と
あ
る
。
魯
の
郊

祀
で
は
常
に
赤
い
鶏
が
牲
と
し
て
捧
げ
ら
れ
、
「
こ
の
美
声
で
美
し
い
赤

羽
の
鶏
を
捧
げ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
魯
侯
を
災
難
か
ら
お
守
り
下
さ
い
」

と
祝
詞
す
る
。
（
『
春
秋
左
氏
傳
』
『
山
海
經
』
「
魯
郊
祀
」
に
よ
れ
ば
、

鶏
の
牲
は
、
門
戸
・
東
方
・
陰
陽
と
は
関
係
が
な
く
、
上
記
三
説
は
す

べ
て
妥
当
と
い
え
な
い
。）

今
の
人
は
、
に
わ
か
に
鬼
に
つ
つ
か
れ
て
風
病
を
発
し
て
精
神
が
錯

乱
す
る
と
雄
鶏
を
殺
し
て
心
臓
の
上
に
置
い
た
り
、
悪
い
風
に
あ
た
っ

て
病
気
に
な
る
と
鶏
散
と
い
う
薬
で
治
療
し
た
り
、
東
門
に
鶏
の
頭
を

か
け
て
蠱
（
食
中
毒
）
を
治
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る

と
、
鶏
に
は
死
を
禦
ぎ
悪
気
を
さ
け
る
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

殺
狗
磔
邑
四
門

10
俗
説
，
狗
別
賓
主
，
善
守
禦
，
故
著
四
門
，
以
辟
盜
賊
也(

１)

。

謹
按
，
月
令
「
九
門
磔
禳
，
以
畢
春
氣(

２)

。」
蓋
天
子
之
城
十
有
二
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門
，
東
方
三
門
，
生
氣
之
門
也
。
不
欲
使
死
物
見
於
生
門
，
故
獨
於
九

門
殺
犬
磔
禳
。
犬
者
，
金
畜(

３)

，
禳
者
，
却
也
。
抑
金
使
不
害
春
之

時
所
生
，
令
萬
物
遂
成
其
性
。
火
當
受
而
長
之
，
故
曰
「
以
畢
春
氣
」。

功
成
而
退
，
木
行
終
也
。
『
太
史
公
記
』
「
秦
德
公
始
殺
狗
磔
邑
四
門
，

以
禦
蠱
菑(

４)

。」
今
人
殺
白
犬
，
以
血
題
門
戸
「
正
月
白
犬
血
辟
除
不

祥
」，
取
法
於
此
也
。

〔
注
〕

(

１)

『
太
平
御
覽
』
九
〇
五
「
風
俗
通
曰
『
殺
狗
磔
邑
四
門
。
俗
云
狗
別
賓
，
善

守
衞
，
着
以
辟
惡
。
』
又
曰
『
太
史
公
記
云
，
秦
始
皇
殺
狗
磔
四
門
，
以
禦
凶

災
。
今
人
殺
白
犬
，
以
血
題
門
戸
曰
，
正
月
白
犬
血
辟
除
不
祥
。
』
又
曰
『
殺

犬
磔
攘
，
犬
者
金
畜
，
攘
者
却
也
。
抑
金
使
不
害
也
。
』
」『
風
俗
通
義
』
怪
神

篇
「
世
間
多
有
狗
作
變
怪
，
朴
殺
之
，
以
血
塗
門
戸
，
然
衆
得
咎
殃
。
」『
隋
書
』

五
行
志
上
「
大
業
元
年
，
雁
門
百
姓
間
，
犬
多
去
其
主
，
羣
聚
於
野
，
形
頓
變

如
狼
，
而
噉
噬
行
人
，
數
年
而
止
。
五
行
傳
曰
『
犬
，
守
禦
者
也
。
而
今
去
其

主
，
臣
下
不
附
之
象
。
形
變
爲
狼
，
狼
色
白
，
爲
主
兵
之
應
也
。
』
」『
五
行
傳
』

は
劉
向
撰
『
洪
範
五
行
傳
』。

(

２)

『
禮
記
』
月
令
「
季
春
之
月
，･

･
･

命
國
難
，
九
門
磔
攘
，
以
畢
春
氣
。」
鄭

玄
注
「
此
難
，
難
陰
氣
也
。
陰
寒
至
此
不
止
，
害
將
及
人
。･

･
･

氣
佚
則
厲
鬼

隨
而
出
行
。
命
方
相
氏
帥
百
隷
，
索
室
敺
疫
以
逐
之
。
又
磔
牲
以
攘
於
四
方
之

神
，
所
以
畢
止
其
災
也
。
王
居
明
堂
禮
曰
『
季
春
，
出
疫
于
郊
，
以
攘
春
氣
。
』
」

(

３)

月
令
「
孟
秋
之
月
，･

･
･

天
子
居
總
章
左
个
，
乘
戎
路
，･

･
･

食
麻
與
犬
。
」

鄭
注
「
犬
，
金
畜
也
。
」『
周
禮
』
春
官
宗
伯
「
以
血
祭
祭
社
稷
、
五
祀
、
五
嶽
，

以
貍
沈
祭
山
林
、
川
澤
，
以

辜
祭
四
方
百
物
。
」
鄭
注
「

爲
罷
。
鄭
司
農

云
『･

･
･

罷
辜
，
披
磔
牲
以
祭
，
若
今
時
磔
狗
祭
以
止
風
。
』
」
疏
「
云
若
今
時

磔
狗
祭
以
止
風
者
，
此
舉
漢
法
以
況

辜
爲
磔
之
義
。
必
磔
狗
止
風
者
，
狗
屬

西
方
金
，
金
制
東
方
木
之
風
，
故
用
狗
止
風
也
。」

(

４)

『
史
記
』
封
禪
書
「
秦
德
公
既
立
，･

･
･

作
伏
祠
。
磔
狗
邑
四
門
，
以
禦
蠱

菑
。
」
秦
本
紀
「
德
公･

･
･

二
年
，
初
伏
，
以
狗
禦
蠱
。
」
正
義
「
蠱
者
，
熱
毒

惡
氣
爲
傷
害
人
，
故
磔
狗
以
禦
之
。
年
表
云
『
初
作
伏
，
祠
社
，
磔
狗
邑
四
門
。
』

按
，
磔
，
禳
也
。
狗
，
陽
畜
也
。
以
狗
張
磔
於
郭
四
門
，
禳
卻
熱
毒
氣
也
。
左

傳
云
『
皿
蟲
爲
蠱
。
』」

〔
訳
〕

俗
説
に
、
犬
は
主
人
と
客
を
よ
く
見
分
け
し
、
番
犬
と
し
て
家
を
よ

く
守
る
、
そ
こ
で
ま
ち
の
四
方
の
門
に
は
り
付
け
盜
賊
を
遠
ざ
け
る
、

と
い
う
。

謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
月
令
に
「
季
春
の
月
、
九
門
に
牲
を
磔

に
し
て
（
陰
気
に
よ
る
）
厄
い
を
禳
い
、
春
気
を
畢
え
る
」
と
あ
る
。

天
子
の
城
に
は
（
四
方
に
三
門
ず
つ
合
わ
せ
て
）
十
二
門
あ
る
が
、
東
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方
の
三
門
は
生
気
の
門
で
あ
り
、
動
物
の
死
骸
を
生
気
の
門
に
置
き
た

く
な
い
の
で
、
東
の
三
門
を
除
い
た
九
門
だ
け
に
犬
を
殺
し
て
磔
に
し
、

邪
気
を
は
ら
う
の
で
あ
る
。
犬
は
金
行
の
家
畜
で
あ
り
、
禳
と
は
却
で

あ
る
。
金
行
を
抑
え
て
陰
気
に
春
季
の
正
常
な
運
行
を
邪
魔
さ
せ
ず
、

万
物
を
健
全
に
成
育
さ
せ
る
。
そ
う
す
れ
ば
火
行
（
夏
季
）
は
そ
れ
を

受
け
て
万
物
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
る
。
そ
れ
で
「
春
気
を
畢
え
る
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
功
成
っ
て
退
き
、
木
行
は
終
わ
る
。『
史
記
』
封
禪
書

に
「
秦
の
徳
公
は
初
め
て
狗
を
殺
し
、
邑
の
四
門
に
磔
け
，
蠱
菑
を
禦

い
だ
」
と
あ
る
。
（
門
戸
を
守
る
と
い
う
俗
説
は
「
月
令
」
『
史
記
』
の

記
述
と
違
っ
て
い
る
。
）
今
の
人
が
白
犬
を
殺
し
て
そ
の
血
で
門
戸
に
『
正

月
白
犬
の
血
、
不
祥
を
辟
除
す
る
』
と
題
す
る
の
は
，
こ
れ
に
倣
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

膢

11謹
按
，
『
韓
子
』
書
「
山
居
谷
汲
者
，
膢
臘
而
遺
水(

１)

。
」
楚
俗
常

以
十
二
月
祭
飮
食
也(

２)

。
又
曰
嘗
新
始
殺
也
，
食
新
曰
貙
膢(

３)

。

〔
注
〕

(

１)

「
遺
」
字
、
も
と
「
買
」
に
作
る
。
呉
樹
平
、『
韓
非
子
』
に
よ
り
改
め
る
。

『
韓
非
子
』
五
蠹
「
夫
山
居
而
谷
汲
者
，
膢
臘
而
相
遺
以
水
。
澤
居
苦
水
者
，

買
庸
而
決
竇
。
」
王
先
愼
集
解
「
谷
水
難
得
，
故
節
以
水
相
遺
也
。
先
愼
曰
説

文
『
膢
，
楚
俗
以
二
月
祭
飮
食
也
。
』
『
臘
，
冬
至
後
三
戌
臘
祭
百
神
。
』
風
俗

通
引
『
相
遺
以
水
』
作
『
買
水
』
。」

(

２)

『
説
文
解
字
』
「
膢
，
楚
俗
以
二
月
祭
飮
食
也
。
从
肉
婁
聲
。
一
曰
祈
穀
食

新
曰
膢
。
」
段
注
「
風
俗
通
作
十
二
月
。
劉
昭
引
同
。
與
許
書
二
月
異
。
疑
十

爲
衍
字
。
仲
遠
書
多
襲
用
説
文
也
。」
王
利
器
、「
楚
俗
」
の
上
に
「
説
文
」
の

二
字
が
あ
る
べ
き
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。
『
拾
補
』
は
「
十
」
は
衍
字
で
は

な
い
と
す
る
。

(

３)

『
説
文
解
字
』
段
注
「
風
俗
通
曰
『
又
曰
嘗
新
始
殺
食
曰
貙
膢
。
』
劉
昭
所

引
如
是
。
」『
後
漢
書
』
禮
儀
志
中
「
立
秋
之
日
，
白
郊
禮
畢
，
始
揚
威
武
，
斬

牲
於
郊
東
門
，
以
薦
陵
廟
。
其
儀･

･
･

，
名
曰
貙
劉
。･･

･

貙
劉
之
禮
，
祠
先
虞
，

執
事
告
先
虞
已
，
烹
鮮
時
，
有
司
告
，
乃
逡
巡
射
牲
。
獲
車
畢
，
有
司
告
事
畢
。
」

劉
昭
注
「
古
今
注
曰
『
永
平
元
年
六
月
乙
卯
，
初
令
百
官
貙
膢
，
白
幕
皆
霜
。
』

風
俗
通
稱
『
韓
子
書
山
居
而
谷
汲
者
，
膢
臘
而
寘
水
。
楚
俗
常
以
十
二
月
祭
飮

食
也
。
又
曰
嘗
新
始
殺
也
。
食
新
曰
貙
膢
。
」『
後
漢
書
』
劉
玄
劉
盆
子
列
傳
「
張

卬
、･

･
･

等
與
御
史
大
夫
隗
囂
合
謀
，
欲
以
立
秋
日
貙
膢
時
共
劫
更
始
，
倶
成

前
計
。
」
李
賢
注
「
前
書
音
義
曰
『
貙
，
獸
。
以
立
秋
日
祭
獸
。
王
者
亦
此
日

出
獵
，
用
祭
宗
廟
。
』
冀
州
北
郡
以
八
月
朝
作
飮
食
爲
膢
，
其
俗
語
曰
『
膢
臘
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社
伏
。』
貙
音
丑
于
反
。
膢
音
婁
。」

〔
訳
〕

（
膢
祭
に
つ
い
て
）
謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
『
韓
非
子
』
五
蠹
篇

に
「
山
に
居
住
し
て
水
を
谷
ま
で
汲
み
に
い
く
人
は
，（
水
が
貴
重
な
の

で
）
膢
と
臘
の
祭
に
も
水
を
節
約
す
る
」
と
あ
る
。『
説
文
解
字
』
に
「
楚

の
俗
習
で
は
常
に
十
二
月
に
飲
食
の
祭
を
す
る
」
と
あ
る
。「
一
説
に
立

秋
の
日
に
猟
に
出
て
初
め
て
得
た
獲
物
を
供
え
て
食
す
る
の
を
『
貙
膢
』

の
祭
り
と
い
う
」
と
も
あ
る
。（
こ
の
よ
う
に
「
膢
祭
」
に
は
二
説
（
二

種
）
あ
る
。
）

臘

12
謹
按
，
『
禮
傳(

１)

』
「
夏
曰
嘉
平
，
殷
曰
清
祀
，
周
曰
大
蜡
，
漢
改

爲
臘(

２)

。
」
臘
者
，
獵
也
，
言
田
獵
取
獸(

３)

，
以
祭
祀
其
先
祖
也(
４)

。

或
曰
臘
者
，
接
也
，
新
故
交
接
，
故(

５)

大
祭
以
報
功
也
。
漢
家
火
行
，

衰
於
戌
，
故
以
戌
臘
也
（
６
）。

〔
注
〕

(

１)

『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
に
荀
爽
『
禮
傳
』
を
輯
佚
す
る
が
、
こ
の
文
は
採
っ

て
い
な
い
。「
礼
」
に
つ
い
て
の
「
伝
」
と
解
す
る
べ
き
か
。

(

２)

蔡
邕
『
獨
斷
』「
四
代
臘
之
別
名
，
夏
曰
嘉
平
，
殷
曰
清
祀
，
周
曰
大
蜡
，

漢
曰
臘
。
」『
史
記
』
秦
本
紀
「
（
惠
文
君
）
十
二
年
，
初
臘
。」
始
皇
本
紀
「
三

十
一
年
十
二
月
，
更
名
臘
曰
嘉
平
。
」『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公
五
年
「
宮
之
奇
以

其
族
行
曰
『
虞
不
臘
矣
。
』
」
杜
注
「
臘
，
歳
終
祭
衆
神
之
名
。」

(

３)

呉
樹
平
、
王
利
器
と
も
に
『
拾
補
』
に
従
い
、
「
禽
獣
」
に
作
る
べ
き
と

い
う
。
こ
れ
に
従
う
。

(

４)

月
令
「
孟
冬
之
月･

･
･

是
月
也
，
大
飮
蒸
。
天
子
乃
祈
來
年
于
天
宗
，
大

割
祠
于
公
社
及
門
閭
，
臘
先
祖
、
五
祀
。
」
鄭
注
「
此
周
禮
所
謂
蜡
祭
也
。
天

宗
謂
日
月
星
辰
也
。
大
割
，
大
殺
羣
牲
割
之
也
。
臘
謂
以
田
獵
所
得
禽
祭
也
。
」

(

５)

「
故
」
字
、
呉
樹
平
、
王
利
器
と
も
に
『
拾
補
』
が
『
太
平
御
覽
』
等
を
引

い
て
「
狎
臘
」
と
す
る
の
に
従
う
。
『
太
平
御
覽
』
三
三
「
風
俗
通
曰
『
夏
曰

清
祀
，
殷
曰
嘉
平
，
周
曰
大
蜡
，
漢
曰
臘
。
臘
者
獵
也
。
因
獵
取
獸
以
祭
先
祖
，

或
曰
臘
，
接
也
。
新
故
交
接
，
狎
臘
大
祭
，
以
報
功
也
。
漢
火
行
，
衰
於
戌
，

故
以
戌
爲
臘
也
。
』
」

(

６)

『
獨
斷
』
「
臘
者
歳
終
大
祭
，
縱
吏
民
宴
飮
，
非
迎
氣
故
，
但
送
不
迎
，
正

月
歳
首
，
亦
如
臘
儀
。」

〔
訳
〕

（
臘
祭
に
つ
い
て
）
謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
『
禮
傳
』
に
「
夏
で

は
嘉
平
と
い
い
、
殷
で
は
清
祀
と
い
い
、
周
で
は
大
蜡
と
い
い
、
漢
で
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は
臘
と
改
め
る
」
と
あ
る
。
臘
は
猟
で
あ
り
、
（
孟
冬
十
月
）
田
猟
に
出

て
獲
た
禽
獣
を
先
祖
の
廟
に
供
え
て
祀
る
礼
で
あ
る
。
別
説
で
は
「
臘
」

は
「
接
」
で
あ
り
，（
歳
末
に
）
新
旧
の
歳
が
交
接
す
る
の
で
、
飾
り
た

て
て
大
祭
を
行
い
、
歳
月
の
運
行
の
功
徳
に
報
い
る
礼
で
あ
る
と
い
う
。

漢
は
火
行
で
、
戌
（
金
行
）
に
衰
退
す
る
の
で
、
戌
の
日
に
臘
祭
を
す

る
。（
こ
の
よ
う
に
孟
冬
月
の
祭
、
歳
末
の
祭
と
の
二
説
あ
る
。
）

祖

13
謹
按
，『
禮
傳
』(

１)

「
共
工
之
子
曰
脩
，
好
遠
遊
，
舟
車
所
至
，
足

跡
所
達
，
靡
不
窮
覽
，
故
祀
以
爲
祖
神(

２)

。
」
祖
者
，
徂
也
。
『
詩
』

云
「
韓
侯
出
祖
，
清
酒
百
壺(

３)

。
」『
左
氏
傳
』「
襄
公
將
適
楚
，
夢
周

公
祖
而
遣
之(

４)

。」
是
其
事
也
。
『
詩
』
云
「
吉
日
庚
午(
５)

。」
漢
家

火
行(

６)

，
盛
於
午
，
故
以
午
祖
也
。

〔
注
〕

(

１)

『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
は
荀
爽
『
禮
傳
』
に
「
殘
本
風
俗
通
巻
下
」
よ
り
「
共

工
之
子
曰
修
，
好
遠
遊
，
舟
車
所
至
，
足
跡
所
達
，
靡
不
窮
覽
，
故
祀
以
爲
祖

神
」
を
載
せ
る
。

(

２)

『
後
漢
書
』
朱
景
王
杜
馬
劉
傅
堅
馬
列
傳
「
建
武
四
年
，
（
馬
成
）
拜
揚
武

將
軍
，･･

･

時
帝
幸
壽
春
，
設
壇
場
，
祖
禮
遣
之
。」
李
賢
注
「
應
劭
風
俗
通
曰

『
謹
案
禮
傳
，
共
工
氏
之
子
曰
修
，
好
遠
游
，
舟
車
所
至
，
足
跡
所
逮
，
靡
不

窮
覽
，
故
祀
以
爲
祖
神
。
祖
，
徂
也
。
』
」
同
鄭
孔
荀
列
傳
「
（
荀
彧
）
於
是
飮

藥
而
卒
，
時
年
五
十
。
帝
哀
惜
之
，
祖
日
爲
之
廢
讌
樂
。
」
李
注
「
祖
日
謂
祭

祖
神
之
日
，
因
爲
讌
樂
也
。
風
俗
通
曰
『
共
工
氏
子
曰
脩
，
好
遠
遊
，
祀
以
爲

祖
神
。
漢
以
午
日
祖
。
』
」『
史
記
』
五
宗
世
家
「
臨
江
閔
王
榮
，･･

･

上
徵
榮
。

榮
行
，
祖
於
江
陵
北
門
。
」
索
隱
「
按
，
祖
者
行
神
，
行
而
祭
之
。
故
曰
祖
也
。

風
俗
通
云
『
共
工
氏
之
子
曰
修
，
好
遠
遊
，
故
祀
爲
祖
神
。
』
又
崔
浩
云
『
黃

帝
之
子
累
祖
，
好
遠
遊
而
死
於
道
，
因
以
爲
行
神
。
』
亦
不
知
其
何
據
。
蓋
見

其
謂
之
祖
，
因
以
爲
累
祖
，
非
也
。
據
『
帝
系
』
及
本
紀
皆
言
累
祖
黃
帝
妃
，

無
爲
行
神
之
由
也
。
又
聘
禮
云
『
出
祖
釋
軷
，
祭
酒
脯
』
而
已
。
按
，
今
祭
禮
，

以
軷
壤
土
爲
壇
於
道
，
則
用
黃
羝
或
用
狗
，
以
其
血
釁
左
輪
也
。
」『
宋
書
』
律

暦
志
中
「
崔
寔
『
四
民
月
令
』
曰
『
祖
者
，
道
神
。
黃
帝
之
子
曰
累
祖
，
好
遠

遊
，
死
道
路
，
故
祀
以
爲
道
神
。
』」

(

３)

『
詩
經
』
大
雅
韓
奕
「
韓
侯
出
祖
，
出
宿
于
屠
。
顯
父
餞
之
，
清
酒
百
壺
。
」

疏
「
此
言
韓
侯
既
受
賜
而
將
歸
，
在
道
餞
送
之
事
也
。
言
韓
侯
出
京
師
之
門
，

爲
祖
道
之
祭
。」

(

４)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
七
年
「
（
楚
の
霊
王
が
章
華
台
の
落
成
式
に
昭
公
を

招
待
し
た
。
）
公
將
往
，
夢
襄
公
祖
。
梓
愼
曰
『
君
不
果
行
。
襄
公
之
適
楚
也
，
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夢
周
公
祖
而
行
。
今
襄
公
實
祖
，
君
其
不
行
。
』
子
服
惠
伯
曰
『
行
。
先
君
未

嘗
適
楚
，
故
周
公
祖
以
道
之
。
襄
公
適
楚
矣
，
而
祖
以
道
君
。
不
行
何
之
。
』

三
月
公
如
楚
。」

(

５)

『
詩
經
』
小
雅
吉
日
「
吉
日
庚
午
，
既
差
我
馬
。
」
毛
傳
「
外
事
以
剛
日
。

差
，
擇
也
。」
疏
「
毛
以
爲
王
以
吉
善
之
日
，
庚
午
日
也
。」

(

６)

も
と
「
火
行
」
二
字
無
し
。
呉
樹
平
、『
後
漢
書
』
郭
陳
列
傳
「
（
陳
）
咸

父
子
相
與
歸
鄕
里
，
閉
門
不
出
入
，
猶
用
漢
家
祖
臘
。
」
李
注
「
應
劭
『
風
俗

通
』
曰
『
共
工
之
子
好
遠
遊
，
死
爲
祖
神
。
漢
家
火
行
，
盛
於
午
，
故
以
午
日

爲
祖
也
」
等
に
拠
り
補
う
。

〔
訳
〕

（
祖
祭
に
つ
い
て
）
謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
『
禮
傳
』
に
「
共
工

の
子
脩
は
遠
遊
を
好
み
、
舟
や
車
が
い
け
る
所
、
足
で
到
達
で
き
る
と

こ
ろ
は
す
べ
て
出
か
け
て
行
き
自
分
の
目
で
見
た
。
そ
こ
で
彼
を
祖
神

と
し
て
祀
っ
た
」
と
い
う
。
「
祖
」
と
は
「
徂
（
行
く
）」
で
あ
る
。『
詩

經
』
大
雅
韓
奕
に
「
韓
侯
は
京
師
を
出
で
祖
を
祀
り
、
清
酒
は
百
壺
（
韓

侯
は
都
を
退
出
す
る
に
当
た
っ
て
祖
を
祀
り
、
都
の
外
の
屠
に
宿
泊
し

た
。
周
の
大
夫
ら
は
清
酒
百
壺
を
餞
に
贈
っ
た
）
。
」
と
あ
る
。
『
春
秋
左

氏
傳
』
昭
公
七
年
に
「
襄
公
が
楚
に
旅
立
つ
前
、
周
公
が
祖
を
行
い
送

っ
て
く
れ
る
夢
を
み
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
が
「
祖
祭
」
の
事
で
あ
る
。

『
詩
經
』
小
雅
吉
日
に
は
「
吉
日
の
庚
午
」
と
あ
る
。
漢
家
は
火
行
で

あ
る
か
ら
、
午
の
日
に
最
盛
と
な
る
。
そ
こ
で
午
の
日
に
祖
祭
を
す
る
。

禊

14
謹
按
，
『
周
禮
』
「
男
巫
掌
望
祀
、
望
衍
，
旁
招
以
茅(

１)

。
女
巫
掌

歳
時
以
祓
除
、
釁
浴(

２)

。
」
禊
者
，
潔
也(

３)

。
春
者
，
蠢
也
，
蠢
蠢

搖
動
也(

４)

。『
尚
書
』「
以
殷
仲
春
，
厥
民
析(

５)

。」
言
人
解
析
也
。

療
生
疾
之
時
，
故
於
水
上
釁
潔
之
也(

６)

。
巳
者
，
祉
也(

７)

，
邪
疾

已
去
，
祈
介
祉
也
。

〔
注
〕

(

１)

『
周
禮
』
春
官
宗
伯
下
「
男
巫
，
掌
望
祀
、
望
衍
授
號
，
旁
招
以
茅
。
」
鄭

注
「
杜
子
春
云
『
望
衍
，
謂
衍
祭
也
。
授
號
，
以
所
祭
之
名
號
授
之
。
旁
招
以

茅
，
招
四
方
之
所
望
祭
者
。
』
玄
謂
衍
讀
爲
延
，
聲
之
誤
也
。
望
祀
謂
有
牲
粢

盛
者
，
延
，
進
也
。
謂
但
用
幣
致
其
神
。
二
者
詛
祝
所
授
類
造
攻
説
禬
禜
之
神

號
，
男
巫
爲
之
招
。」

(
２
）
春
官
宗
伯
下
「
女
巫
，
掌
歳
時
祓
除
、
釁
浴
。」
鄭
注
「
歳
時
祓
除
，
如
今

三
月
上
巳
如
水
上
之
類
。
釁
浴
，
謂
以
香
薰
草
藥
沐
浴
。
」『
後
漢
書
』
禮
儀
志

上
「
是
月
上
巳
，
官
民
皆
絜
於
東
流
水
上
，
曰
洗
濯
祓
除
去
宿
垢
疢
爲
大
絜
。
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絜
者
，
言
陽
氣
布
暢
，
萬
物
訖
出
，
始
絜
之
矣
。
」
劉
昭
注
「
謂
之
禊
也
。
風

俗
通
曰
『
周
禮
，
女
巫
掌
歳
時
以
祓
除
疾
病
。
禊
者
，
絜
也
。
春
者
，
蠢
也
。

蠢
蠢
搖
動
也
。
尚
書
，
以
殷
仲
春
，
厥
民
析
，
言
人
解
析
也
。
』」

(

３)

『
文
選
』
顔
延
年
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
李
善
注
「
風
俗
通
曰
『
周
禮
，

女
巫
，
掌
歳
時
祓
除
疾
病
。
禊
者
，
絜
也
。
於
水
上
盥
絜
也
。
巳
者
，
祉
也
，

邪
疾
已
去
，
祈
介
祉
也
。
』
」

(

４)

『
禮
記
』
鄕
飮
酒
義
「
賓
必
南
鄕
。
東
方
者
春
，
春
之
爲
言
蠢
也
。
産
萬
物

者
聖
也
。」
鄭
注
「
春
，
猶
蠢
也
。
蠢
動
，
生
之
貌
也
。
聖
之
言
生
也
。」

(

５)

『
尚
書
』
堯
典
「
日
中
星
鳥
，
以
殷
仲
春
。
厥
民
析
，
鳥
獸
孳
尾
。
」
孔
傳

「
日
中
，
謂
春
分
之
日
。
鳥
，
南
方
朱
鳥
七
宿
。
殷
，
正
也
。
春
分
之
昏
，
鳥

星
畢
見
，
以
正
仲
春
之
氣
節
。
轉
以
推
季
、
孟
，
則
可
知
。
冬
寒
無
事
，
並
入

室
處
。
春
事
既
起
，
丁
壯
就
功
。
厥
，
其
也
。
言
其
民
老
壯
分
析
。
乳
化
曰
孳
，

交
接
曰
尾
。」

(

６)

『
文
選
』
王
元
長
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
善
注
「
禮
傳
曰
『
褉
者
絜
也
。

仲
春
之
時
，
於
水
上
釁
絜
也
。
」
『
拾
補
』
は
こ
の
下
に
「
日
用
上
巳
」
を
補
う

と
下
文
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

(

７)

『
説
文
解
字
』
「
巳
，
已
也
。
四
月
昜
氣
已
出
，
陰
氣
已
臧
，
萬
物
見
，
成

彣
彰
。」

〔
訳
〕

（
禊
に
つ
い
て
）
謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。『
周
禮
』
春
官
宗
伯
下

に
「
男
巫
は
望
祀
と
望
衍
（
四
方
の
神
々
を
祀
り
、
呼
び
か
け
て
招
く
）

を
担
当
し
、
女
巫
は
毎
年
三
月
上
巳
の
日
に
祓
除
（
病
気
の
お
祓
い
）

と
釁
浴
（
香
草
を
用
い
る
沐
浴
）
を
担
当
す
る
」
と
あ
る
。「
禊
」
と
は

「
潔
（
清
潔
）
」
で
あ
る
。
「
春
」
は
「
蠢
」
で
あ
り
、
万
物
が
蠢
め
き

躍
動
す
る
季
節
で
あ
る
。『
尚
書
』
堯
典
に
「
正
に
仲
春
に
な
る
と
、
民

は
お
の
お
の
に
析
れ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
こ
も
っ
て
い

た
家
か
ら
で
て
、
お
の
お
の
の
持
ち
場
に
分
か
れ
て
農
事
に
従
事
す
る

こ
と
を
い
う
。
ま
た
春
は
病
気
を
予
防
す
る
時
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
そ

れ
ま
で
に
た
ま
っ
た
垢
を
水
辺
で
洗
い
流
し
、
薬
草
を
す
り
つ
け
て
身

を
清
潔
に
す
る
の
で
あ
る
。
（
三
月
上
巳
の
日
に
こ
の
祀
を
す
る
の
は
）

「
巳
」
は
（
已
で
あ
り
、
止
に
通
じ
、
）「
祉
（
幸
い
）」
に
通
じ
る
か
ら

で
あ
る
。
邪
疾
を
去
ら
せ
、
大
き
な
祉
を
祈
る
の
で
あ
る
。

司
命

15
謹
按
，
『
詩
』
云
「
芄
芄
棫
樸
，
薪
之
槱
之(

１)

。
」
『
周
禮
』
「
以
槱

燎
祀
司
中
、
司
命(

２)

。
」
司
命
，
文
昌
也
。
司
中
，
文
昌
下
六
星
也(

３)

。

槱
者
，
積
薪
燔
柴
也
。
今
民
間
獨
祀
司
命
耳
，
刻
木
長
尺
二
寸
爲
人
像
，
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行
者
檐
篋
中
，
居
者
別
作
小
屋
。
齊
地
大
尊
重
之
，
汝
南
諸
郡
亦
多
有
，

皆
祠
以
豬
，
率
以
春
秋
之
月(

４)

。

〔
注
〕

(

１)

『
詩
經
』
大
雅
棫
樸
「
芃
芃
棫
樸
，
薪
之
槱
之
。
」
毛
傳
「
興
也
。
芃
芃
，

木
盛
貌
。
棫
，
白
桵
也
。
樸
，
枹
木
也
。
槱
，
積
也
。
」
鄭
箋
云
「
白
桵
，
相

樸
屬
而
生
者
，
枝
條
芃
芃
然
，
豫
斫
以
爲
薪
。
至
祭
皇
天
上
帝
及
三
辰
，
則
聚

積
以
燎
之
。
」
釋
文
「
芃
，
薄
紅
反
。
槱
音
酉
，
弋
九
反
，
云
積
木
燒
也
。
」

(

２)

『
周
禮
』
春
官
宗
伯
「
大
宗
伯
之
職
，
掌
建
邦
之
天
神
、
人
鬼
、
地
示
之
禮
，

以
佐
王
建
保
邦
國
。
以
吉
禮
事
邦
國
之
鬼
神
示
，
以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
，
以
實

柴
祀
日
月
星
辰
，
以
槱
燎
祀
司
中
、
司
命
、
飌
師
、
雨
師
。
」
鄭
注
「
禋
之
言

煙
，
周
人
尚
臭
，
煙
，
氣
之
臭
聞
者
。
槱
，
積
也
。
詩
曰
『
芃
芃
棫
樸
，
薪
之

槱
之
。
』
三
祀
皆
積
柴
實
牲
體
焉
，
或
有
玉
帛
，
燔
燎
而
升
煙
，
所
以
報
陽
也
。

鄭
司
農
云
『･

･
･

司
中
，
三
能
三
階
也
。
司
命
，
文
昌
宮
星
，･

･
･

』
玄
謂･

･
･

司
中
、
司
命
，
文
昌
第
五
、
第
四
星
，
或
曰
中
能
、
上
能
也
。」

(

３)

以
上
十
三
字
、
も
と
「
文
昌
也
司
中
文
昌
上
六
星
也
」
に
作
る
。『
拾
補
』

は
「
司
中
，
文
昌
第
五
星
也
，
司
命
，
文
昌
第
四
星
也
」
に
改
め
る
が
、
孫
詒

讓
『
札
迻
』
は
そ
れ
を
鄭
玄
説
に
基
づ
く
誤
り
と
し
、
鄭
司
農
説
に
基
づ
い
て

「
司
命
，
文
昌
也
。
司
中
，
文
昌
下
六
星
也
」
と
す
べ
き
と
い
う
。
呉
樹
平
、

王
利
器
と
も
に
こ
れ
に
従
う
。
注(

２)

参
照
。
文
昌
宮
は
北
斗
七
星
の
ひ
し
ゃ

く
の
先
に
あ
る
三
日
月
形
の
六
星
か
ら
な
り
、大
熊
座
の
首
か
ら
胸
に
あ
た
る
。

司
中
（
三
能
三
階
）
は
北
斗
七
星
と
文
昌
宮
の
下
に
あ
る
、
二
つ
ず
つ
三
組
な

ら
ん
だ
六
星
、
大
熊
座
の
脚
に
あ
た
る
。
三
臺
と
も
い
う
。

(

４)

『
後
漢
書
』
祭
祀
志
中
、
劉
昭
注
「
風
俗
通
曰
『
周
禮
，
以
爲
槱
燎
，
祀
司

中
、
司
命
。
司
命
，
文
昌
上
六
星
也
。
槱
者
，
積
薪
燔
柴
也
。
今
民
猶
祠
司
命

耳
，
刻
木
長
尺
二
寸
爲
人
像
，
行
者
署
篋
中
，
居
者
別
作
小
居
。
齊
地
大
尊
重

之
，
汝
南
諸
郡
亦
多
有
者
，
皆
祀
以
豬
，
率
以
春
秋
之
月
。」

〔
訳
〕

（
司
命
に
つ
い
て
）
謹
ん
で
考
察
い
た
し
ま
す
。
『
詩
經
』
大
雅
棫
樸

に
「
芄
芄
と
茂
る
棫
の
木
と
樸
の
木
、
こ
れ
を
薪
に
し
槱
（
積
）
む
」

と
あ
る
。
『
周
禮
』
春
官
宗
伯
に
「
（
大
宗
伯
は
）
槱
燎
し
（
薪
を
積
ん

で
焼
き
煙
を
立
ち
上
ら
せ
）
司
中
と
司
命
な
ど
を
祀
る
」
と
あ
る
。「
司

命
」
と
は
「
文
昌
宮
星
」
で
、「
司
中
」
は
「
文
昌
宮
」
の
下
に
あ
る
六

星
で
あ
る
。
「
槱
」
は
薪
を
積
ん
で
燔
柴
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
民
間
で

は
司
命
だ
け
を
祀
る
。
長
さ
一
尺
二
寸
の
木
に
人
像
を
彫
刻
し
、
旅
人

は
行
李
の
中
に
入
れ
て
担
い
で
持
ち
歩
き
、
家
居
す
る
者
は
別
に
小
屋

を
作
っ
て
安
置
す
る
。
斉
の
地
で
は
た
い
そ
う
こ
れ
を
尊
重
し
、
汝
南

な
ど
の
諸
郡
に
も
祀
る
人
が
多
く
あ
り
、
皆
祠
を
作
っ
て
子
豚
を
供
え

る
。
率
ね
春
と
秋
に
祀
る
。
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